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を用いた高温溶液重合法によっておこなわれている。　しかしながら、芳香族ポリ

ンゾチアソールはその剛直な構造の為有機溶媒に不溶であり優れた性質を有する

アノエチルチオを有する芳香族ジアミンを合成しこのモノマーから得られた前駆

【合成法】

　各種ジアミンは2、5-ｼﾞｱﾐ/-1、4-ﾍﾞﾝｾﾝﾁﾁｵｰﾙﾆ塩酸塩とﾉヽﾛｹﾞﾝ化物をアルカリ

を有するジアミンの合成反応を示す。

をおこなった結果高収率でモデル化合物が得られた。またこの化合物は高沸貞

中で加熱する事により閉環しビスチアゾール化合物に転化する事が確認された。
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図２は前駆体ポリアミドおよび前駆体ポリマーを加熱閉環させた時のIR分析結j

?ある。前駆体ポリアミドでは側鎖中のエステル結合、メチル基の吸収及び主鎖｢

｣アラミド結合に起因したピークが観測される。加熱後のこれらの吸収は消失し、

ヽわりにポリベンソチアソールに特有な吸収に変化している。
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リル酸メチルと水による重量減少量の計算値とよく一致している。また加熱閉

ゾチアゾールの熱分析結果ともよく一致している。

　閉環の際のメカニズムを解析する為前駆体ポリマーを加熱し、その際に発生する

ガスの分析をおこなった。（Fig. 3）側鎖にメトキシカルボエエチルチオ基を

る前駆体ポリアミドを350℃で加熱したところアクリル酸メチルと水の発生が見ら
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ンゾチアソールに転化する事が確認された。各前駆体ポリマーの閉環温度と

環時の発生ガス分析結果をTable1 ｡ に示す。

　　Table1.　種々の前駆体ポリアミドの閉環温度と発生ガス

　置換基の差による前駆体ポリアミドの溶解性はイソプロピルチオ基＜シアノエチ

'レチオ基＜メトキシカルボニルエチルチオ基の順で良くなっていた。

　また我々は側鎖置換基としてカルボキシェチルチオ基有する前駆体ポリアミドを

含成した。このポリマーは側鎖中にカルボキシル基を有する事で反応性ポリマーと

しての機能も有し、Langmuir-Blodget法を用いる事で薄膜化可能である事がわかっ
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